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沖縄の渋滞は 

３大都市圏を除くと

全国ワースト１位 

【渋滞の全国比較（H14） ～全県の比較～】

沖縄県の渋滞は、全国と比較してもその規模は著しく、

1ｋｍあたりの渋滞損失時間が３大都市圏（東京圏･大

阪圏･名古屋圏）に次ぐワースト６位となっています。

 

県内の渋滞が集中している那覇都市圏では、自動

車からのＣＯ２排出量も高くなっており、ＣＯ２削

減アクションプログラムに位置付けられた対策が

必要な主要渋滞ポイントが29箇所存在します。

【区間別年間ＣＯ2排出量（キロあたり）】 

【ＣＯ2削減アクションプログラム交差点の位置】

【渋滞の地域別構成（Ｈ１８）】 

沖縄県では、県民一人が渋滞により浪費する時間は、

１年間に約５４時間（金額では約１６万円）となって

います。 

沖縄県の渋滞は、那覇市を中心とした那覇都市圏に集

中しており、そのうち、国道５８号や国道３２９号と

いった国道に全体の半分以上が集中しています。 

 

【ＥＴＣ利用率（Ｈ１８年４月）】 

※対象交差点（全 50 箇所）

※Ｈ17 道路交通 

センサスより算出

【渋滞の状況（Ｈ１８）】 

渋滞の激しさ

を高さで表現 

国道５８号那覇中心部の渋滞状況 

那覇都市圏
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那覇都市圏に 

県内の約半分の 

渋滞が集中 

高速道路の利用促進や料金所の渋滞緩和に効果を

発揮するＥＴＣの利用状況は、沖縄県では３０.５％

と全国的にみるとまだまだ低い状況です。 
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 ＜北部＞

＜中南部＞ 



■アウトカム指標を用いた平成 1８年度目標例 

様々な渋滞データから、渋滞の激しい箇所・区間から計画的に対策を実施 

⇒渋滞の激しい交差点を把握し、策定したＣＯ２削減アクションプログラムによる渋滞ポイント（50

箇所）での計画的な渋滞対策事業をＨ２４年までに対策を実施していきます。 

⇒１ｋｍ当たりの渋滞損失時間から重点対策区間※を選定し、計画的に渋滞対策事業（バイパス事業

などの長期対策・交差点改良などの短期対策）を実施していきます。 

那覇都市圏交通円滑化総合計画の推進、ＣＯ２削減アクション
プログラムの推進による渋滞損失時間の削減 

【Ｈ1７年度の 1ｋｍ当たりの渋滞損失時間と実施予定事業】 
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課題への取り組み方針

道路渋滞による損失時間を約８％

削減（渋滞モニタリング区間※） 

※渋滞モニタリング区間とは、渋滞損失時間が
全国の上位６割に該当する区間であり、毎年
度、旅行速度調査などの実測調査を実施して
います。 
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4,460万人時間/年

H17実績
4,870万人時間/年

H19目標
4,360万人時間/年

⇒那覇都市圏における交通改善目標を達成する一つの手

法として、道路網整備（２環状７放射道路の整備）によ

る交通容量拡大施策を実施する必要があります。 

 

【２環状７放射道路の整備】 
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糸満市、豊見城市及び周辺道路の渋滞緩和を目的の一つとして整備 

⇒平成１９年３月１７日（土）に、豊見城市豊崎～糸満市西崎間（延長６００ｍ）が２車線道路として開

通しました。 

ＣＯ２削減アクションプログラムによる計画的な事業の実施 

事例Ａ 国道３３１号 豊見城道路の全線開通 

国道３３１号現道、市道７号を利用していた交通が豊見城道路へ転換 

豊見城市 

⇒交差点の最大通過時間 分（渋滞長：５０0ｍ）が、 分（渋滞長：0ｍ）に解消されました。 

⇒しかし、信号を設置した豊崎交差点では、新たな渋滞が発生しました。 

9 

【交差点位置図】 

0

国道３３１号現道、市道７号の渋滞は 
緩和しましたが、豊崎交差点では新たな

渋滞が発生しました。 
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事例Ａ

平成１８年度の取り組み事例 
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【平成１８年度に実施した主な事業・施策】 

【豊見城道路の全線開通】 【豊見城道路開通後の様子】 

【交差点の供用前後の比較】 

事例Ｂ

事例Ｃ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⇒国道５８号を通過するドライバーを対象に、立体歩道橋での看板、周辺歩道でのプラカード、拡声器

等による呼び掛けで、信号待ち時間のアイドリングストップの呼び掛けを実施しました。 

⇒エコドライブ会員へのアンケート調査結果では、信号待ちや荷物の積み下ろし等の停車中には５７％の

人がアイドリングストップを行ったという結果でした。 

ＣＯ２排出量の削減を図るため、エコドライブ・キャンペーン活動を継続的に実施 

那覇市新都心地区内の複数施設を利用する自動車交通量の削減 

⇒平成１８年１２月から、ＮＰＯや那覇市との協力のもと、新都心内にて５０台の自転車によるレン

タサイクル試行実験を実施しました。 

事例B 那覇市新都心におけるレンタサイクルを活用した渋滞緩和 

那覇市 

【レンタサイクルの貸し出し場所】【レンタサイクル案内チラシ】 【自転車で移動する利用者】 

【レンタサイクルを利用できる範囲】 

事例ｃ 国道５８号におけるエコドライブ・キャンペーン活動の実施 

【キャンペーン実施風景（国道５８号前島交差点】 

期待される効果 

⇒会員によるＣＯ２排出量は、新都心公園約１.６個分に植樹した広葉樹のＣＯ２吸収量に相当しており、 

ＣＯ2排出量の削減は元より、沿道環境の向上も期待されます。 

【停車中のアイドリングストップ回数】 

＝ ×１．６

ＣＯ２排出量 新都心公園

平成１８年度の取り組み事例
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【新都心の位置図】
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※アンケート調査結果より



 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目標 

約８％削減 

～道路渋滞による損失時間の削減～ 

実績 

約２％増加 

【渋滞の状況の変化 ～沖縄県全体～】 

道路渋滞による損失時間が増加 

⇒県全体で渋滞損失時間が年間約４００万人時間増加し、県民一人あたり年間で約２．９時間増加した

ことになります。 

 

H18 

H17 

⇒沖縄県の渋滞モニタリング区間※全体の渋滞損失時間は平成１７年度に比べて約２％増加したため、目

標を達成できませんでした。その理由として、依然として那覇都市圏への集中が見られ、走行台キロ

の延びによる速度低下等が発生したことによる、渋滞損失時間の増加が考えられます。ただし、計画

に基づき対策を実施した箇所では渋滞の削減効果は見られています。 
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那覇都市圏では一部減少して

いるものの依然として高い 

沖縄県内全エリアで渋滞

損失時間が増加しました 

平成１８年度の目標達成度 

渋滞の激しさ

を高さで表現

渋滞の激しさ

を高さで表現
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【渋滞損失時間の前年度比較】 

※区間延長約１９３ｋｍ（県道以上の約１２％）



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成１９年度事業箇所位置】 

■アウトカム指標を用いた平成 1９年度目標 

ＣＯ2削減アクションプログラムを推進していきます。 
⇒渋滞による損失時間を約約１１２２％％削削減減 

【平成 1９年度の実施予定の主な事業・施策】 

平成１９年度の取り組み
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 豊見城東道路の延伸 ～那覇空港への所要時間が短縮～ 

【豊見城トンネル施工状況】 

豊見城東道路の位置図 

【豊見城高架橋施工状況】 

平成１９年度の取り組み
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【豊見城東道路の事業箇所】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊見城道路の全線暫定供用に伴い、新たに信号を設置した豊崎交差点にて渋滞が発生 

⇒国道３３１号および市道から豊見城道路に交通の転換が図られ、渋滞の緩和や、所要時間の短縮、ま

た沿道環境の改善等の整備効果がありました。 

⇒しかし、豊見城道路延伸に伴い信号を設置した豊崎交差点では、休日の午後にて瀬長方面にて新たな

渋滞が発生しました。 

 

新たな渋滞発生ポイントへの迅速な対策 
 

【豊崎交差点での供用前後の渋滞長の変化】 
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迅速な対応により、豊崎交差点の渋滞は解消 

⇒休日午後の渋滞対策として、早急に県警本部と協議し、信号機の青時間の調整を行いました。 

⇒その結果、夕方の豊崎交差点の渋滞長は２,１１０ｍありましたが、対策後は渋滞は解消しました。

 対策前 対策後

【豊崎交差点の渋滞長の変化】 

【豊崎交差点での渋滞の変化】 

豊崎交差点 

瀬長方面

西崎運動公園方面 

平成１９年度の取り組み

21 
 

【豊崎交差点での渋滞位置図】 

５ヶ年の達成見込みについて（道路渋滞による損失時間の削減） 

■平成19年度目標：４３.６百万人時間/年 ← 平成 19年度見込み：４９.４百万人時間/年 

渋滞対策実施箇所では渋滞の削減効果が見られているが、那覇都市圏では依然高い結果となり、目

標値の達成は厳しい状況である。 

※その他指標の５ヶ年の達成見込みについては、Ｐ.４６を参照


